
避難生活に関するアンケート	
 

	
 

災害対応などを行う公益社団法人 Civic	
 Force（所在地：東京都渋谷区）と特定非営利活動法人アジアパシフィ

ックアライアンス・ジャパン（所在地：佐賀県佐賀市）は、避難生活における良好な生活環境の確保に向けた取

り組みを推進するため、過去 10 年以内に被災によって避難生活を経験された方を対象に、アンケート調査を実

施した。	
 

実施期間：2020 年 6 月 10 日～2020 年 6 月 31 日	
 

有効回答数：108	
 

	
 

アンケート集計結果	
 

	
 

10 代	
 1	
 

20 代	
 4	
 

30 代	
 21	
 

40 代	
 35	
 

50 代	
 12	
 

60 代	
 9	
 

70 代	
 2	
 

	
 



	
 

その他	
 3	
 

女性	
 56	
 

男性	
 25	
 

	
 

	
 

	
 

九州北部豪雨（2017 年）	
 1	
 

九州北部豪雨（2019 年）	
 2	
 

熊本地震（2016 年）	
 17	
 

阪神淡路大震災	
 	
 1	
 

西日本豪雨（2018 年）	
 18	
 

台風 19 号（2019 年）	
 17	
 

東日本大震災（2011 年）	
 23	
 

避難していない	
 	
 5	
 

３.避難する原因となった災害についてあてはまるものをお答えください。（単数回答）※複数の災害に該当する場

合は直近の災害についてお答えください。	
 



	
 

公民館	
 	
 	
 3	
 

小学校、中学校	
 	
 14	
 

上記以外の指定避難所	
 15	
 

避難所は利用していない	
 45	
 

福祉施設等	
 	
 7	
 

	
 

1～3 カ月	
 8	
 

1 日	
 	
 15	
 

2~３日	
 	
 4	
 

2 週間～1 カ月	
 4	
 

4 日～2 週間	
 8	
 



	
 

	
 

6.	
 あなたが避難所で過ごす中で困ったことについてあてはまるものをすべてお答えください。（複数回答）	
 

7.	
 あなたが避難所のトイレで困ったことについてあてはまるものをすべてお答えください。（複数回答）	
 



	
 

	
 

	
 

	
 	
 

8.	
 あなたが避難所の設備で整えて欲しいと思うものについてあてはまるものをすべてお答えください。（複

数回答）	
 

9.	
 避難所に宿泊された方にお伺いします。あなたが睡眠をとるうえで困ったことについてあてはまるものを

すべてお答えください。（複数回答）	
 



設問 4 で小学校、中学校、公民館、福祉施設等、上記以外の指定避難所と回答した人	
 

	
 

設問 4 で避難所は利用していないと回答した人	
 

	
 

	
 

	
 



	
 



	
 

	
 

	
 	
 



12.	
 新型コロナウイルス感染症が流行するなか、災害に備えてどのような備えをしていますか。	
 

89	
 件の回答	
 
特になし	
 

マスク	
 	
 

食料の備蓄	
 

衛生用品	
 

マスク、消毒	
 

食品や日用品のストック	
 

テントや食糧等購入	
 

落ち着いて行動すること	
 物資は準備している	
 

マスクや除菌シート、スプレー。自宅で過ごせる場所の確保	
 

まだ備えできていない。	
 

特にない	
 

垂直避難	
 

非常用袋をつくる	
 

通常に加えて、マスク消毒液軍手の準備ぐらいしか思いつかない。おそらく車に避難して、行き来する予定。	
 

アルコールジェル、マスクを防災グッズに入れている。	
 

水の備蓄	
 

マスク、消毒液。	
 

要支援者が安心して避難できる避難場の設置。空いている建設型仮設住宅の活用	
 

除菌剤	
 

マスクを用意。	
 

新型コロナウイルスよりも熱中症や食中毒などのほうが怖い	
 

自宅で長期避難できるよう備蓄と簡易トイレなどの備え	
 

食料	
 

自宅 2 階に防災用品を揃え垂直避難の準備	
 

マスク	
 手洗い	
 

マスク、	
 アルコール(ウエットティッシュ)、	
 

ローリングストックで食事水カセットコンロ、携帯トイレ、消毒液、マスク、新型コロナ対策の勉強	
 

いつも通りのリュックサックひとつ	
 

アルコール、マスクの準備	
 

なるべく自宅で過ごせるように備蓄をする。非難するとしてもコロナ対策ができるようマスクや消毒等準備

しておく。	
 

マスク、消毒アルコール、体温計、簡単食糧等の備蓄	
 

食糧備蓄	
 

マスクと消毒液くらいです	
 

食事の備え	
 

マスク・防災用品・カップヌードル	
 

マスク、消毒液、防災セット、薬類の常備	
 

安心できる隔離所、呼吸器	
 

マスク、消毒液	
 

自宅避難に備えて食料の備蓄	
 



とくになし	
 

医薬品や消毒関連の物やマスクなど多めに備蓄、その他の備蓄も量を増やした。屋外でも過ごせるようにテ

ントなども備えた。	
 

していない	
 

備蓄品の定期的な購入	
 

一般的な備蓄の他、消毒液、マスク等の備蓄	
 

水、食料品、衛生用品の備蓄	
 非常用電源、テントなど	
 

借家住まいの検討	
 マスク	
 	
 

何とかなる精神。他力本願。	
 

マスクや消毒液を多めに常備	
 

行政に提案して避難所を近所に作ってもらった	
 

マスク、自粛、手洗いうがい	
 

マスクの確保。	
 

防災グッズにマスクとウェットティッシュを追加した	
 

非常用リュックにマスク、消毒液、体温計を入れた。	
 

障害者とペットがいるため出来るだけ自宅で過ごせるよう食料や水の備蓄をしています。	
 

普段より保存食品や飲料水などを確保	
 

備蓄の見直し。衛生用品、電源の確保	
 

自宅待機ができるよう薪、湧水、食糧備蓄、車中生活の準備など。情報アプリ（地震、気象など）、原子力

災害のプッシュ通知に登録して常日頃から意識。	
 

車中泊の準備、浸水想定区域外の知人へ宿泊のお願い、在宅避難の準備	
 

マスク、アルコールの準備	
 

車の中でも使える物	
 食べられる物を備蓄している	
 

非常用持ち出し袋にマスクや体温計、消毒液を入れる	
 

感染予防の物品を備蓄、ハザードマップ確認、水や食料などの備蓄、防災タイムラインの準備をしようとし

ている、組織の業務改善など	
 

家庭での備蓄を増やす。	
 

免疫力高める生活	
 まとめ買い	
 

ある程度のマスク確保、冷凍庫での食料備蓄	
 

避難所に行かなくても過ごせるように、水や食料の確保	
 

マスクの準備のみ	
 

マスク、除菌ウェットティッシュ、体温計の準備	
 

マスク等、消耗品を約一週間分の備蓄	
 

分散避難、車中避難を想定して物資の準備、被災時の外部支援者と連携、要援護者へマイタイムラインの作

成や避難先の確保、地域住民への要援護者のマッピングや、自主避難場所の運営など	
 

わからない	
 

家庭でのマスク備蓄	
 

通常の災害の備えと衛生用品のストックの確保	
 

飲料水の常備	
 

非常用持ち出しセットを準備しました	
 

防災セットを用意していて、消毒液やマスク等感染対策グッズを加えている。	
 

災害用の物資を一通り揃えてある	
 



災害時に最低限必要な物は、すぐに持ち出せる場所に常備してあります。	
 

消毒、マスクなど	
 

尿とりパッド、ゴム手袋を買い占めておく。	
 

水、カセットガスコンロ、ガスボンベ、	
 

	
 

	
 	
 



13.	
 避難所の環境を改善するためのご意見があれば教えてください。	
 

55	
 件の回答	
 

今避難している家族、個人が今欲しいものボードと、それを確認する体制。	
 

プライバシーの確保	
 

他のことは皆さんが書かれると思うので。	
 避難所設置時に絶対に子連れ世帯向けスペースは確保してほしい。	
 

換気システム、個人的スペースの確保、トイレの除菌	
 

プライベートな空間は必須だと思う。	
 

子供の居場所	
 

情状(情報)の速やかな提供	
 

行政の方たちだけでなく、民間の人達の動ける方に任せたほうがいい場合がある	
 

トイレや空調やら	
 

乳幼児への配慮をお願いします。	
 

まずは、全国の学校の教室を開けるべきである。プライバシーより人命を優先し、4 階なら障害者家族の階、

高齢者家族の階、小学生以下の家族の階、と分け一人暮らしの女性の部屋だけの部屋を作る。その他を自由

に使える部屋にするなどすると、相互のストレスケアやニーズに合わせた支援が入りやすくなる。認知症家

族と小さな子供の家族が苦労していた。地震は突然起こり、人が施設に押し寄せる。鍵を開ける際にすでに

案内板を設置し、記名後自らが指定の場所に行けるように振り分ける必要がある。	
 

ペットを飼っている人も快適にすごせるようにして欲しいです。	
 

土足で上がらない。名簿を書かない、非協力者、常識のない人は、入れない。ソーシャルディスタンスは、

熊本では、あまり神経質にならなくてもと思います。	
 	
 

災害備蓄用の毛布などが避難所に配置されているが、底冷えの方がしんどいので銀マットやプチプチなどが

あるといい	
 

避難する場所を避難所に絞らない。ホテルや宿泊施設の提供、分散	
 

ホテルを福祉避難所として使う	
 

特になし	
 

カーテンなどで家族スペースを作る。	
 

ペットが入れない	
 

段ボールベッド、段ボール間仕切り、	
 	
 

マスクを外すためのスペースを作る、空気入れ換えのためのサーキュレーターや換気扇、各施設へ衛生管理

を整えるため学校薬剤師や災害支援薬剤師の配置、避難所登録アプリで自分はどこの施設に入るのかの登録

や体調管理などの報告や配給される食事の予約や食事交換 QR コードの配布など	
 

災害弱者の避難所への受入設備、体制の改善急務。	
 

対応の早さ	
 ぺっとのこと	
 

小さいお子さんのいる場合：子供用ミルク、おむつの補充や処理	
 授乳やおむつ替えスペース、子供の遊べる

安全なスペース（もちろん簡易なものでよいので）の確保	
 生理中の女性の場合：下着、生理用品の補充、処

理	
 上記の対応がスムーズであると助かると思います	
 

完全に隔離できる、孤独感のないようなスペースの確保	
 

換気と、冷暖房の設備	
 自身が、居た避難所は、施錠無しの	
 誰でも、出入り自由だったのが、	
 防犯上、不安

だった	
 

あたたかい食事の提供。自炊環境の確保	
 

仕切りを作る	
 

ペットも連れていけるようにしてほしい	
 



マスクも必要だが、ウィルス除去の首にかけるやつがあれば便利	
 

体育館などの施設は本来一時的な避難所としての機能しかを満たしていない、長期になる避難のための家族

単位の仮設住宅 1 戸当たりにかかる費用を考えれば、住宅を失った人がその後も住み続けられるコンテナハ

ウスや海外で使われてる簡易で優良な住宅をすぐに手配できる体制が必要(解体して移動も可能なもの)	
 

テント方式のプライベートルーム	
 

家庭の備蓄量を最小限に留めて、NPO、NGO や市町村が配給する方が良いかもしれない。	
 備蓄は、家に埋もれ

れば災害ゴミになるだけですから。	
 

LGBT のとりわけトランスジェンダーがいるかもしれないという意識での表記や下着の配布、生理用品の配布

などがあるとトランスジェンダーだけでなく女性も安心して避難所で生活できるのではと思いました。	
 

家族別にテントなどで分けて欲しい。	
 その中には段ボールベッドなど、床に直接座ったら寝ないでいいよう

に工夫して欲しい。	
 家族単位で使える水洗トイレを用意して欲しい。	
 家族単位で料理ができ、家族単位で

食べることができるスペースを用意して欲しい。	
 

避難所を利用していないため、思いつきません	
 

早くに洗濯機を置いて欲しかった。コインランドリーはお金がかかりすぎる	
 

感染症蔓延下では外部支援も従来より届きにくいため、日頃から地域の医療や介護関係者との連携で、地域

にあった環境ずくりを話し合っておく。	
 避難所以外でも安心して避難生活が出来るよう、情報や物資の届け

方も見直しが必要。	
 

原子力災害の対応ができる意識共有や知識、装備、仕組みなどが浸透していない。それは新型コロナも同じ。	
 

一番はプライバシーの確保	
 情報の確保	
 

不審者対策、着替え場所やトイレなどの機密性(中の様子が分からないようにする、外から入れないようにす

る)の確保	
 

各自が備えををすべき（感染防止のための物品）だが、そうすることで医療機関に物資がいきわたらなくな

ってしまうことも問題。避難すべきかどうかを各自がハザードマップで確認をする。避難所運営をする人た

ちが感染に対する知識をみにつけておくか、地域の医療関係者を巻き込む。	
 

仕切り等プライバシー確保の道具、簡易トイレの準備	
 

夏場は段ボールのパーティションでは暑いのではと思います。	
 

・避難所に医師や看護師さんが定期的に来て下さると安心します。	
 ・コロナ対策として、消毒用のアルコー

ルやハンドソープは今まで以上に避難所に備蓄しておいていただけると助かります。非常用袋にはすでに非

常食や飲料水を入れただけでもかなりの重量になります。この上にアルコールやハンドソープは、お年寄り

や小さいお子さんがいる親御さんには重くなってしんどいと思います。	
 

避難所の状況を確実に伝えることができる情報ツール(２４時間もしくは夜間も対応)があれば、今必要な支

援が届く→災害対応本部や外部支援団体へ届く	
 

わからない	
 

プライベートスペースの確保	
 

隣の方とのスペースなどのプライバシー	
 

避難所を利用した事が無い為、提案が出ません。	
 まずは問題点の洗い出しと全国的な共有。	
 

プライバシーを守れるようにして欲しい	
 

車椅子用トイレを確保して欲しい	
 

厚めのヨガマット	
 

	
 	
 



14.	
 段ボールベッドを使用した方にお伺いします。課題や改善点があれば教えてください。（ご意見は

商品開発などの参考させていただくことがあります。）21	
 件の回答	
 

使ったことがないのですみません。	
 

段ボールベッドは基本的には寝心地がよく、足が悪い高齢の方も立ち上がりやすい高さであったりとよかっ

たです。しかし、一度変形してしまうと背中が痛くて眠れず、時々段ボールの配置を変えました。丈夫な段

ボールだとありがたいです。	
 

特になし	
 

組み立てが大変で、結局使わなかった事もある。保管にも大きくて置く場所を選ぶ。体育館など広いところ

での高さやスペース作りにはいい。キャンプ用の空気ベットの方が小さくて軽く、狭い避難所にも使え、濡

れてしまっても大丈夫である。場所に合わせて併用がいいと思う。	
 

段ボールが重たく高齢者には難しい	
 

滑り止め、高くなる分プライバシーのために段ボールの壁の高さをもう少し高くする	
 

立つとすぐに潰れてしまう	
 

全ての避難者への充当困難か？(スペース上)	
 

使うスペースが、無かった	
 

とくなになし	
 

意外に快適	
 

利用したことはないですが、汗をかきやすい人や、夏場はすぐにダメになるかもしれないです。	
 むしろ、段

ボールは夏場は暑いと思う。	
 N クールのようなものを敷くか。	
 

使用してませんが、体験させて頂きました。寝てはいないので改善点は特に見当たりませんでした。欲を言

うとキリがありませんので。。	
 

組み立てが簡単で、柔らかいマットと枕	
 

強度があまり無い	
 

使用したことがありません	
 

使用していないのでわからない。	
 

使っていないのでわかりません。	
 

使用したことがないが、色々なパターンの物があれば有難い。地域性で設計がちがってもよい。	
 

使用したことはありません	
 

	
 

	
 	
 



	
 

	
 

	
 


